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主な記事
2・3面 公務員連絡会2025人勧期7．23中央決起集会

自治体現場力による質の高い公共サービスを実現する集会
コラム 「平和」の話、なぜ労働組合が取り組むの？
連合「パート・派遣等労働者生活アンケート調査」（自治労版）
エファジャパン夏募金2025

4面 私のおすすめ（荒川区職員労働組合 執行委員長 庄司 勝光）
東京地公労第39回定期大会

企 画 総 務 局

第第2277回回参参議議院院議議員員選選挙挙 比比例例代代表表 組組織織内内候候補補
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組組
合合
員員
のの
声声
をを
力力
にに
変変
ええ
、、国国
政政
をを
動動
かか
すす
新新
たた
なな
一一
歩歩
へへ

第
27
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
7
月
20
日
投
開
票
さ
れ
、
自
治
労
組
織
内
候
補
と
し
て
立
憲
民

主
党
か
ら
比
例
代
表
に
立
候
補
し
た
「
岸
ま
き
こ
」
が
14
万
7
、6
4
7
票
を
獲
得
し
、
再
選

を
果
た
し
た
。

政
権
交
代
を
睨
み
つ
つ
も
自

治
労
の
組
織
力
量
も
問
わ
れ

る
、
極
め
て
重
要
な
位
置
づ
け

で
あ
っ
た
第
27
回
参
議
院
議
員

選
挙
は
、
改
選
と
欠
員
議
席
あ

わ
せ
て
合
計
1
2
5
議
席
を
め

ぐ
り
、
7
月
20
日
に
投
開
票
が

行
わ
れ
た
。

注
目
の
比
例
代
表
・
自
治
労

組
織
内
候
補
「
岸
ま
き
こ
」

は
、
著
名
な
候
補
者
も
名
を
連

ね
る
厳
し
い
選
挙
戦
で
あ
っ
た

が
、
14
万
7
、6
4
7
票
を
獲

得
し
、
見
事
に
勝
利
し
た
。
一

方
で
、
東
京
選
挙
区
に
お
い
て

都
本
部
は
2
名
の
候
補
を
推
薦

し
た
が
、「
塩
村
あ
や
か
」
候

補
は
当
選
7
人
中
第
7
位
で
の

当
選
、「
お
く
む
ら
ま
さ
よ

し
」
候
補
は
全
体
で
第
9
位
の

惜
敗
と
な
り
、
厳
し
い
結
果
と

な
っ
た
。

今
回
の
投
票
率
は
58
・
51
％

と
前
回
を
6
・
46
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
た
。
政
治
と
カ
ネ
の
問
題

に
加
え
、
物
価
高
や
将
来
の
不

安
解
消
に
有
効
な
手
立
て
を
打

て
な
い
石
破
自
公
政
権
に
対
し

て
多
く
の
国
民
が
「
Ｎ
Ｏ
」
と

い
う
判
断
を
下
し
、
与
党
を
過

半
数
割
れ
に
追
い
込
ん
だ
。
反

面
、
立
憲
民
主
党
は
改
選
22
議

席
か
ら
上
積
み
出
来
ず
、
石
破

政
権
の
批
判
票
は
多
く
が
参
政

党
な
ど
他
の
野
党
勢
力
に
流
れ

る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
野

党
第
1
党
で
あ
る
立
憲
民
主
党

の
、
政
権
交
代
の
た
め
の
具
体

的
政
策
や
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

が
国
民
に
浸
透
し
な
か
っ
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
結

果
と
し
て
多
く
の
無
党
派
層

が
、
減
税
や
所
得
増
、
日
本
人

フ
ァ
ー
ス
ト
と
言
っ
た
聞
こ
え

の
良
い
フ
レ
ー
ズ
に
流
れ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
政
策
に
無

責
任
な
政
党
が
勢
力
を
広
げ
る

こ
と
は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら

ず
、
幅
広
い
視
点
で
政
策
の

「
中
身
」
を
し
っ
か
り
と
見
極

め
て
投
票
す
る
こ
と
が
、
私
た

ち
有
権
者
に
求
め
ら
れ
て
く
る

だ
ろ
う
。

ま
た
、
今
回
の
選
挙
で
連
合

が
推
薦
す
る
産
別
の
組
織
内
候

補
は
落
選
者
も
出
る
な
ど
、
全

て
の
産
別
で
前
回
よ
り
得
票
数

を
落
と
す
結
果
と
な
っ
た
。
組

織
率
の
低
下
は
も
と
よ
り
、
労

働
組
合
が
政
治
活
動
に
取
り
組

む
重
要
性
が
組
合
員
に
伝
わ
り

切
れ
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な

要
因
で
あ
ろ
う
。
自
治
労
の
組

織
人
員
か
ら
見
た
「
岸
ま
き

こ
」
の
得
票
率
は
わ
ず
か
20
・

9
％
に
と
ど
ま
り
、
再
選
を
果

た
し
た
と
は
い
え
多
く
の
課
題

を
残
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
取

り
組
み
の
強
化
が
求
め
ら
れ

る
。
国
政
の
場
で
の
政
治
力
の

衰
退
は
私
た
ち
の
処
遇
改
善
の

低
下
を
招
き
、
中
道
リ
ベ
ラ
ル

勢
力
の
減
少
は
平
和
と
民
主
主

義
が
根
底
か
ら
脅
か
さ
れ
る
事

態
に
陥
る
。

都
本
部
は
自
治
労
組
織
の
一

員
と
し
て
、
政
治
活
動
を
通
じ

た
政
策
実
現
と
平
和
と
民
主
主

義
を
守
る
取
り
組
み
を
、
今
後

も
全
力
で
行
っ
て
い
く
。

▲花を掲げる石上中央執行委員長（左）と再選を果たした岸まきこ議員（右）

物
価
の
高
騰
、
少
子
高
齢
化
、
社
会
保

障
制
度
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
、
内
政

に
は
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
際
社
会
で
は
自
由
貿
易
体
制
を

含
む
国
際
秩
序
が
大
き
く
揺
ら
ぎ
、
こ
う

し
た
内
外
の
困
難
に
ど
う
対
処
し
、
日
本

の
針
路
を
ど
の
よ
う
に
描
く
か
が
、
今
回

の
参
議
院
議
員
選
挙
で
問
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
多
く
の
野
党
は
特
定
の
支
持

層
を
意
識
し
た
個
別
政
策
の
実
現
に
終
始

し
、
国
家
運
営
へ
の
長
期
的
視
点
が
乏
し

い
も
の
で
し
た
。与
党
も
、深
刻
な
財
政
問

題
に
正
面
か
ら
む
き
合
わ
ず
、
全
体
と
し

て
中
長
期
的
な
課
題
へ
の
議
論
が
深
ま
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
残
念
で
す
。

参
議
院
議
員
選
挙
は
本
来
、
政
権
の
中

間
評
価
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、
政
権

選
択
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

回
は
、
す
で
に
衆
議
院
で
過
半
数
を
割
る

自
民
・
公
明
両
党
が
、
参
議
院
で
も
過
半

数
を
失
え
ば
、
連
立
の
見
直
し
や
政
局
の

流
動
化
が
現
実
味
を
帯
び
る
選
挙
で
も
あ

り
ま
し
た
。

選
挙
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、

排
外
主
義
的
な
主
張
を
掲
げ
る
新
興
政
党

の
台
頭
が
目
立
ち
ま
し
た
。
特
に
一
人
区

で
は
与
野
党
の
激
し
い
攻
防
が
展
開
さ

れ
、
複
数
区
で
も
議
席
の
動
き
に
注
目
が

集
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
投
票
日
が
初
め
て
3
連
休
の
中

日
に
設
定
さ
れ
、
投
票
率
の
減
少
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、
期
日
前
投
票
は
約
2
、

6
1
8
万
人
と
前
回
か
ら
6
5
6
万
人
増

え
、
過
去
最
多
を
記
録
し
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、
投
票
率
は
前
回
よ
り
6
ポ
イ
ン

ト
高
い
58
・
51
％
と
な
り
ま
し
た
。

選
挙
結
果
は
、
国
民
の
不
安
に
十
分
応

え
ら
れ
な
か
っ
た
与
党
に
対
す
る
厳
し
い

評
価
と
な
り
、
自
公
両
党
は
大
き
く
議
席

を
減
ら
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
政
権
批
判

票
が
立
憲
民
主
党
に
は
集
ま
ら
ず
、
複
数

の
野
党
に
分
散
し
ま
し
た
。
今
後
の
政
局

の
動
向
に
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
情
勢
の
中
、
比
例
代

表
で
立
憲
民
主
党
は
第
2
位
の
成
績
を
収

め
、
自
治
労
組
織
内
候
補
「
岸
ま
き
こ
」

さ
ん
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
善
戦
と
い
え

ま
す
。
た
だ
し
、
個
人
得
票
数
は
14
万
7
、

6
4
7
票
に
と
ど
ま
り
、
今
後
の
課
題
と

し
て
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
自
治
労
の
使
命
は
、
地
域
住
民

の
「
い
の
ち
と
く
ら
し
」
を
守
る
た
め
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
自
己
責
任
で
は
な
く
、

他
者
と
の
連
帯
を
基
盤
と
し
た
社
会
の
実

現
に
む
け
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
岸
ま
き
こ
さ
ん

に
は
、
現
場
を
守
る
た
め
の
活
動
を
引
き

続
き
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

都
本
部
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
、
格
差
の
是
正
、
働
く
者
が
報
わ

れ
る
社
会
、
脱
原
発
社
会
、
そ
し
て
何
よ

り
も
平
和
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
そ

の
先
頭
に
立
っ
て
、
自
治
労
組
織
内
議
員

「
岸
ま
き
こ
」
さ
ん
、「
鬼
木
ま
こ
と
」

さ
ん
と
と
も
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
組

合
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
も
さ
ら
な
る
団

結
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
に

際
し
、
岸
ま
き
こ
さ
ん
へ
の
多
大
な
る
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
た
組
合
員
の
皆
様
な
ら

び
に
諸
先
輩
方
の
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

〜
誰
も
が
尊
重
さ
れ
、働
く
者
が
報
わ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
〜

第
27
回
参
議
院
議
員
選
挙
を
終
え
て

自
治
労
東
京
都
本
部

中
央
執
行
委
員
長

松
村

誠
治

自治労東京
ホームページのご案内

組合員のための
情報盛りだくさん

・機関紙デジタル版
・家電の限定優待販売

労
働
組
合
の
役

割
は
、
組
合
員
の

雇
用
を
守
り
、
賃

金
・
労
働
条
件
の

維
持
・
向
上
を
は

か
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
日
々
職
場

等
で
労
使
交
渉
や
協
議
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
組

織
内
の
労
使
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
課
題
も
存
在
す

る
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の

が
政
治
活
動
で
あ
る
▼
日
本

初
の
衆
議
院
議
員
選
挙
か
ら

百
三
十
五
年
の
節
目
を
迎
え

る
今
年
、
第
二
十
七
回
参
議

院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

自
治
労
は
組
織
内
候
補
「
岸

ま
き
こ
」（
全
国
比
例
区
）
を

は
じ
め
政
策
協
力
候
補
を
一

人
で
も
多
く
国
会
へ
送
る
た

め
奮
闘
し
た
▼
政
策
協
力
候

補
を
各
議
会
へ
送
る
意
義

は
、政
策
・
制
度
を
よ
く
理
解

す
る
働
く
者
の
立
場
に
立
っ

た
労
働
組
合
の
仲
間
を
政
策

決
定
の
場
に
参
画
さ
せ
る
こ

と
で
法
律
や
条
例
の
改
正
、

制
度
の
構
築
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
か
ら
だ
▼
し
か
し
、

公
務
員
の
政
治
的
活
動
に
は

一
部
制
限
が
あ
る
。
逸
脱
し

な
い
範
囲
で
労
働
組
合
は
、

組
合
員
の
意
見
を
政
治
に
反

映
す
る
大
事
な
役
目
も
担
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
組
合
員

へ
の
政
治
活
動
へ
の
理
解
と

一
票
の
重
要
性
を
促
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
。（
神
農
）

東奔西走

https://jichirotokyo.jp/

組合員専用ページ
パスワード「tohonbu」

人事院

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。
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コラム
「
平
和
」の
話
、な
ぜ
労
働
組
合

が
取
り
組
む
の
？

ⒸHot Property ITAOT Limited2023

公
務
員
連
絡
会
は
2
0
2
5

人
事
院
勧
告
に
む
け
て
、
組
合

員
の
切
実
な
思
い
を
形
と
し
て

示
す
た
め
、
2
0
2
5
人
勧
期

署
名
に
取
り
組
み
、
6
4
4
、

5
1
3
筆
が
集
ま
っ
た
。
自
治

労
分
で
は
5
4
9
、0
2
2
筆

が
寄
せ
ら
れ
、
都
本
部
で
は
2

8
、1
7
9
筆
の
署
名
集
約
と

な
っ
た
。
組
合
員
の
切
な
る
思

い
を
届
け
る
た
め
、
公
務
員
連

絡
会
は
7
月
15
日
に
人
事
院
に

対
し
、
署
名
提
出
行
動
を
実
施

し
た
。
5
月
下
旬
か
ら
約
1
ヵ

月
程
度
の
短
期
間
と
な
る
中
で

多
く
の
署
名
が
集
ま
っ
た
こ
と

の
重
み
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
る
よ
う
人
事
院
に
申
し
入
れ

た
。
そ
れ
に
対
し
、
人
事
院
は

署
名
の
重
み
を
真
摯
に
受
け
止

め
る
と
し
た
上
で
、
意
見
内
容

は
院
内
で
共
有
し
、
勧
告
に
む

け
た
作
業
や
施
策
検
討
に
活
か

し
て
い
く
と
応
答
し
た
。

対
面
と
ウ
ェ
ブ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
全
国
の
仲
間
と
熱
意
共
有

今
回
（
7
月
23
日
）
の
交
渉

は
、
ま
さ
に
人
事
院
の
勧
告
に

む
け
た
作
業
が
終
盤
に
差
し
掛

か
る
こ
の
時
期
に
例
年
、
各
構

成
組
織
の
書
記
長
ク
ラ
ス
に
よ

り
具
体
的
な
勧
告
内
容
に
踏
み

込
む
交
渉
を
実
施
し
て
い
る
。

例
年
は
交
渉
支
援
と
激
励
の
た

め
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

2
、0
0
0
名
規
模
の
集
会
を

開
催
し
て
き
た
が
、
昨
今
の
猛

暑
を
踏
ま
え
、
今
回
か
ら
新
た

な
開
催
方
法
と
し
て
全
電
通
労

働
会
館
で
4
0
0
名
規
模
の
開

催
と
し
、
あ
わ
せ
て
全
国
へ
の

ウ
ェ
ブ
配
信
に
よ
り
実
施
さ
れ

た
。
開
催
に
あ
た
り
、
主
催
者

挨
拶
に
立
っ
た
渡
邉
議
長
は

「
連
合
春
闘
で
は
昨
年
を
上
回

る
定
昇
込
み
5
・
25
％
の
賃
上

げ
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。
一
方

で
食
料
品
な
ど
の
物
価
高
騰
に

賃
金
の
伸
び
が
追
い
付
い
て
い

な
い
。
物
価
の
高
騰
は
世
代
や

地
域
雇
用
の
形
態
を
超
え
て
す

べ
て
の
職
員
の
生
活
を
圧
迫
し

て
い
る
。
私
た
ち
が
要
求
す
る

『
真
に
生
活
改
善
に
繋
が
る
賃

金
の
引
き
上
げ
、
若
年
層
か
ら

中
堅
層
、
高
齢
層
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
賃
金
体
系
の
確
立
の

実
現
』
は
極
め
て
重
要
だ
。
公

務
員
連
絡
会
は
6
月
17
日
に
人

事
院
総
裁
に
人
勧
要
求
書
を
提

出
、
同
時
に
署
名
行
動
な
ど
に

取
り
組
み
、
人
事
院
に
現
場
の

思
い
を
届
け
て
き
た
。
2
0
2

5
人
勧
期
の
最
大
の
ヤ
マ
場
と

な
る
当
日
の
交
渉
は
8
月
上
旬

に
実
施
す
る
人
事
院
総
裁
と
委

員
長
ク
ラ
ス
交
渉
と
の
最
終
交

渉
に
む
け
た
も
の
で
あ
る
。
前

進
回
答
を
引
き
出
す
た
め
、
全

国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
と
と
も

に
猛
暑
以
上
の
熱
い
エ
ー
ル
を

送
り
、
要
求
実
現
を
勝
ち
取
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

全
世
代
に
希
望
を
持
て
る
賃
上

げ
をそ

の
後
、
各
構
成
組
織
の
決

意
表
明
に
お
い
て
、
自
治
労
を

代
表
し
て
亀
瀧
真
人
労
働
条
件

局
長
か
ら
「
全
世
代
へ
の
十
分

な
配
分
に
こ
だ
わ
る
こ
と
が
重

要
だ
。
特
に
中
高
齢
層
へ
の
配

分
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
、
給
与
制
度
の
見
直
し
や
一

方
的
な
人
員
削
減
攻
撃
な
ど
、

歯
を
食
い
し
ば
っ
て
行
政
を
支

え
て
き
た
仲
間
、
こ
の
世
代
が

今
ま
さ
に
忙
殺
さ
れ
る
職
場
環

境
の
中
、
賃
上
げ
も
ま
ま
な
ら

ず
に
心
も
折
れ
、
違
う
道
を
歩

み
だ
す
状
況
が
全
国
各
地
で
み

ら
れ
て
い
る
。
労
働
組
合
の
根

底
と
し
て
同
じ
志
を
持
っ
た
仲

間
の
離
脱
を
食
い
止
め
て
い
く

た
め
、
賃
上
げ
が
実
感
で
き
、

全
世
代
が
働
く
こ
と
に
希
望
が

持
て
る
十
分
な
賃
上
げ
を
強
く

求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、
強
い
決
意
が
語
ら
れ

た
。集

会
中
に
人
事
院
交
渉
を
終

え
た
交
渉
委
員
が
会
場
に
再
参

集
し
、
交
渉
報
告
が
な
さ
れ

た
。
勧
告
日
の
明
確
な
日
程
は

示
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
回

答
か
ら
8
月
4
日
の
週
に
行
わ

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し

か
し
、
再
三
に
渡
っ
て
真
に
生

活
改
善
に
つ
な
が
る
十
分
な
賃

金
水
準
の
引
上
げ
を
追
及
す
る

も
、
具
体
的
な
考
え
方
等
は
示

さ
れ
ず
、
再
交
渉
の
実
施
と
も

に
、
最
後
ま
で
闘
い
抜
く
決
意

が
報
告
さ
れ
た
。

都
本
部
は
、
こ
れ
か
ら
本
格

化
す
る
賃
金
確
定
闘
争
に
む
け

て
、
高
騰
す
る
物
価
に
見
合

い
、
最
後
ま
で
働
き
続
け
た
い

賃
金
水
準
の
確
保
に
め
ざ
し
自

治
労
に
結
集
し
、
組
合
員
と
と

も
に
全
体
で
取
り
組
み
を
強
化

す
る
。

公
務
員
連
絡
会
2
0
2
5
人
勧
期
7
・
23
中
央
決
起
集
会

賃
上
げ
実
感
で
き
る
人
勧
を

集
会
に
全
国
の
仲
間
が
結
集

公
務
労
協
「
公
務
員
連
絡
会
」
は
2
0
2
5
人
事
院
勧
告
（
人
勧
）
に
む
け
て
、
7
月

23
日
、
人
事
院
交
渉
（
書
記
長
ク
ラ
ス
）
を
実
施
し
た
。
国
家
公
務
員
は
労
働
基
本
権
の

一
部
が
制
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
人
事
院
が
民
間
調
査
を
踏
ま
え
、
民
間
準

拠
を
基
本
に
給
与
な
ど
の
勤
務
条
件
を
勧
告
す
る
。
こ
の
勧
告
は
各
都
道
府
県
等
に
設
置

さ
れ
る
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
大
き
く
影
響
し
、
私
た
ち
地
方
公
務
員
の
給
与
に
及
ぶ
。

公
務
員
連
絡
会
は
人
事
院
勧
告
に
む
け
た
要
請
行
動
と
し
て
2
0
2
5
人
勧
期
署
名
行
動

に
取
り
組
ん
だ
。
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、
全
国
の
組
合
員
か
ら
64
万
筆
を
超
え
る
署
名
が

集
ま
っ
た
。
7
月
15
日
に
人
事
院
に
提
出
し
、
そ
の
重
み
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
よ

う
強
調
し
、
今
回
の
交
渉
に
お
い
て
も
「
真
に
生
活
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
、
昨
年
を
上

回
る
十
分
な
水
準
の
引
上
げ
勧
告
を
行
う
こ
と
」
を
強
く
求
め
た
。

▲2025人勧期7．23中央決起集会の様子

7
月
26
日
、
2
0
2
5
現
業

・
公
企
統
一
闘
争
（
第
2
次
）

闘
争
へ
の
取
り
組
み
強
化
に
む

け
て
、「
自
治
体
現
場
力
に
よ

る
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
す
る
集
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。
集
会
冒
頭
、
第
27
回
参
議

院
議
員
選
挙
で
2
期
目
の
当
選

を
果
た
し
た
自
治
労
組
織
内
議

員
の
岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
も

駆
け
つ
け
、「
住
民
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
を
支
え
る
現
場
職
員
は
高
齢

化
、
新
規
採
用
も
な
く
大
変
な

思
い
で
働
い
て
い
る
。
鬼
木
議

員
と
と
も
に
引
き
続
き
現
場
実

態
を
国
会
の
場
で
訴
え
て
い

く
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
水
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
ア
ク
ア
ス
フ
ィ
ア
・
水
教

育
研
究
所
の
橋
本
淳
司
さ
ん
に

よ
る
「
現
場
力
が
発
揮
で
き
る

防
災
対
策
に
む
け
」
と
題
す
る

講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
で
は

「
災
害
時
、
当
た
り
前
の
日
常

が
失
わ
れ
る
こ
と
で
住
民
は
非

常
に
強
い
不
安
を
感
じ
る
。
昨

今
の
災
害
で
日
常
イ
ン
フ
ラ
が

長
期
間
途
絶
す
る
こ
と
が
多
く

の
住
民
に
知
れ
渡
っ
た
。
復
旧

に
む
け
一
刻
を
争
う
発
災
時
に

お
い
て
は
、
日
々
現
場
で
行
わ

れ
て
い
る
普
通
の
仕
事
が
、

「
現
場
力
」
と
な
る
。
現
場
力

と
は
制
度
の
谷
間
を
埋
め
る
知

恵
と
経
験
の
こ
と
で
あ
り
、
例

え
ば
、
地
域
を
知
る
人
間
が
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
は
わ
か
り
得
な
い

知
識
や
経
験
を
も
と
に
即
座
に

判
断
し
動
く
、
中
央
省
庁
や
Ａ

Ｉ
で
は
代
替
で
き
な
い
こ
と
、

そ
の
力
を
持
つ
の
が
ま
さ
に

�
現
場
職
員
�
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
災
害
に
備
え
る
た
め
に
現

場
職
員
が
で
き
る
こ
と
と
し

て
、
①
業
務
の
な
か
で
「
災
害

を
想
定
し
た
習
慣
」
を
も
つ

（
例
：
道
路
の
詰
ま
り
・
給
食

備
蓄
）
②
若
手
職
員
と
経
験
の

可
視
化
（「
災
害
日
誌
」
や
「
現

場
地
図
」
の
共
有
）
③
部
門
を

越
え
た
�
現
場
横
断
の
研
修
�

や
�
シ
ナ
リ
オ
型
訓
練
�
が
重

要
で
あ
る
」
と
解
説
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
災
害
時
に
頼
り
に

な
る
人
材
と
し
て
、
①
制
度
と

現
場
を
つ
な
ぐ
「
翻
訳
者
」（
法

や
指
針
を
使
え
る
形
で
現
場
に

持
ち
込
み
、
逆
に
現
場
の
声
を

制
度
へ
戻
す
力
）
②
非
公
式
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
動
か
す
「
橋
渡

し
役
」（
普
段
の
信
頼
関
係

が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
�
即

応
力
�
に
な
る
）
③
専
門
の
枠

を
越
え
て
動
け
る
「
横
断
人

材
」（
給
食
×
衛
生
、
道
路
×

水
、
清
掃
×
福
祉
な
ど
つ
な
げ

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
）
④

地
域
に
根
ざ
し
、「
こ
の
人
が

い
れ
ば
大
丈
夫
」
と
思
わ
れ
る

�
顔
の
見
え
る
公
共
サ
ー
ビ

ス
�
を
あ
げ
ら
れ
た
。

最
後
に
、
現
場
力
と
は
「
命

を
つ
な
ぐ
力
」「
制
度
を
超
え

て
動
け
る
力
を
あ
な
た
が
持
っ

て
い
る
」「
今
の
仕
事
に
未
来

の
防
災
が
か
か
っ
て
い
る
」
と

述
べ
ら
れ
た
。

2
0
2
5
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
（
第
2
次
）

自
治
体
現
場
力
に
よ
る
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
集
会

「
顔
の
見
え
る
現
場
職
員
」災
害
に
強
い
地
域
を
支
え
る
力
に

▲講演する橋本淳司さん
（水ジャーナリスト、アクアスフィア・水教育研究所）

「
労
働
組
合
」
と
聞
く
と
、

賃
上
げ
や
労
働
条
件
の
改
善
に

む
け
て
活
動
し
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い

か
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
そ
れ

は
労
働
組
合
の
重
要
な
役
割
で

す
。
し
か
し
、
労
働
組
合
が
平

和
の
実
現
を
求
め
る
運
動
（
平

和
運
動
）
に
取
り
組
ん
で
き
た

意
義
を
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
。

●
戦
争
は
私
た
ち
の
生
活
に
無

関
係
？

一
見
す
る
と
、
労
働
組
合
と

平
和
運
動
は
別
の
話
の
よ
う
に

思
え
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
戦
争

や
紛
争
が
起
き
れ
ば
、
真
っ
先

に
影
響
を
受
け
る
の
は
、
普
通

に
暮
ら
し
働
い
て
い
る
人
々
で

す
。
職
場
が
奪
わ
れ
、
生
活
が

壊
さ
れ
、
命
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
労
働
組
合
は
働
く
人
の

権
利
と
と
も
に
、
平
和
を
守
る

こ
と
も
大
事
に
し
て
き
ま
し

た
。
労
働
組
合
は
敗
戦
を
機
に

「
二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な

い
」
と
い
う
誓
い
の
も
と
で
活

動
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
や
沖
縄

の
基
地
負
担
の
軽
減
を
求
め
る

な
ど
、
平
和
運
動
に
も
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
毎
年
8
月
に

は
広
島
や
長
崎
で
核
兵
器
廃
絶

を
願
う
集
会
が
開
か
れ
、
自
治

労
も
こ
う
し
た
平
和
運
動
に
積

極
的
に
参
画
し
な
が
ら
、
平
和

の
実
現
に
む
け
て
組
合
員
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し

た
。海

外
に
目
を
転
じ
る
と
、
近

年
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
で

緊
迫
し
た
情
勢
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
戦
争
や
紛
争

は
、
決
し
て
私
た
ち
と
無
関
係

で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食

料
の
価
格
の
変
動
を
通
じ
て
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
も
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
的
な
緊
張
が
高

ま
る
中
で
、
日
本
で
も
防
衛
力

の
強
化
や
軍
事
費
の
増
額
が
話

題
と
な
り
ま
し
た
。
遠
い
と
感

じ
て
い
た
戦
場
の
出
来
事
が
、

私
た
ち
の
家
計
や
働
き
方
な
ど

身
近
な
と
こ
ろ
に
も
響
い
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

●
働
く
こ
と
が
で
き
る
の
は

「
平
和
」
が
あ
っ
て
こ
そ

「
職
場
の
こ
と
で
手
い
っ
ぱ

い
な
の
に
、
平
和
運
動
に
ま
で

取
り
組
む
余
裕
が
な
い
」
と
感

じ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、「
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
社
会
」
を
守
る

に
は
、「
安
心
し
て
生
き
ら
れ

る
社
会
」
で
あ
る
こ
と
が
大
前

提
で
す
。
平
和
が
あ
っ
て
こ

そ
、
私
た
ち
の
仕
事
や
日
常
が

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
土

台
を
守
る
た
め
の
声
を
あ
げ
る

の
も
労
働
組
合
の
大
切
な
役
割

の
一
つ
で
す
。
労
働
組
合
が

「
平
和
を
守
ろ
う
」
と
言
う
の

は
た
だ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な

く
、「
働
く
人
た
ち
の
当
た
り

前
の
暮
ら
し
を
守
る
」
と
い
う

実
感
か
ら
来
て
い
る
の
で
す
。

平
和
は
空
気
の
よ
う
な
も
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
平
和
で
あ

る
う
ち
は
、
そ
れ
が
当
た
り
前

で
、
あ
り
が
た
さ
に
気
づ
き
に

く
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
ひ

と
た
び
平
和
を
失
っ
た
と
き
、

そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
大
切
だ
っ
た

の
か
を
実
感
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、

労
働
組
合
が
取
り
組
む
平
和
運

動
に
対
し
て
皆
さ
ん
が
関
心
を

持
ち
、
行
動
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
は
微
力
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

無
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人

ひ
と
り
が
結
集
し
、
想
い
を
形

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲約64万の声を届けた2025人勧期署名

機関紙パズル ほっと一息
【四字熟語パズル】
⑴○の中に漢字1字を入れて、四
方の漢字に対応する2字の単語
を完成させてください。

⑵4つの○のそれぞれの漢字が解
答できたら、○の中の漢字を並
べ替えて四字熟語を完成させて
ください。

問題

連合「パート・派遣等労働者生活アンケート調査」（自治労版）
一人でも多くの方のご回答をお願いいたします！

このアンケートは、自治体で働く会計年度任用職員（任期付職員・臨時的任用職員）や、公共民間の職
場で働くパートタイマー、契約社員、派遣社員等の、職場や日常生活における実態を把握し、政策・制度
要求の策定などに活用することとあわせ、今後の労働組合の活動に役立てることを目的に実施します。

【回答方法】右記のQRコードにアクセスし、所属する県「東京」と自治体を選
択してください（必須）。その後は設問の指示に従い、入力や選択
をお願いします。

【回答期限】8月31日まで

※ご回答いただいた内容で個人が特定されたり、自治体ごとの集計が公表される
ことはありません。

●締切 2025年8月28日（木）
左記QRコードをスマートフォンなどで読み取り、必要事項を
記入、ご応募ください。ご応募頂いた方の中から、抽選で10名
様にギフトカード3000円分をプレゼントいたします。当選者の
発表は、発送をもってかえさせていただきます。
●7月1日号 クロスワードパズルの答え「ウミビラキ（海開き）」

第1374号（２）（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）２０２５年８月１日第1374号（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）（３）２０２５年８月１日
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1
9
4
5
年
、
広
島
と
長
崎

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
80

年
。
今
、
暴
か
れ
る
、
米
ソ
核

開
発
を
め
ぐ
る
衝
撃
の
事
実
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
米
国
の

原
爆
開
発
・
製
造
計
画
「
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
計
画
」
に
、
原
爆
の

父
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
博
士
の

下
、
原
子
爆
弾
の
研
究
開
発
に

最
年
少
の
18
歳
で
参
加
し
た
天

才
物
理
学
者
テ
ッ
ド
（
セ
オ
ド

ア
）・
ホ
ー
ル
。

彼
は
、
米
国
に
よ
る
「
原
爆

の
独
占
」
を
危
険
視
し
、
開
発

に
関
わ
る
国
家
機
密
を
ソ
連
へ

密
か
に
流
し
て
い
た
。
米
ソ
間

で
競
う
よ
う
に
開
発
さ
れ
た
原

子
爆
弾
。
そ
し
て
第
二
次
大
戦

後
、
激
化
し
て
い
く
軍
拡
競

争
、
戦
後
冷
戦
体
制
。
彼
の
ス

パ
イ
活
動
は
何
を
も
た
ら
し
た

の
か
？

そ
し
て
彼
の
妻
と
家
族
は
、

米
国
の
監
視
下
、「
ス
パ
イ
の

父
」
と
ど
の
よ
う
に
秘
密
を
共

有
し
、
と
も
に
人
生
を
歩
ん
で

き
た
の
か
。
取
材
と
再
現
映
像

を
交
え
、「
原
爆
ス
パ
イ
」
の

驚
く
べ
き
人
生
と
、
核
開
発
を

め
ぐ
る
大
国
の
思
惑
を
克
明
に

描
く
。
国
家
の
最
大
タ
ブ
ー
を

犯
し
た
「
原
爆
ス
パ
イ
」
が
、

「
力
に
よ
る
和
平
」
に
疑
義
を

唱
え
、
現
在
へ
の
「
警
鐘
」
を

投
げ
か
け
る
。

ホ
ー
ル
は
そ
の
行
動
の
動
機

を
「
思
い
や
り
」
だ
っ
た
と
語

る
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
原
子

爆
弾
を
開
発
す
る
前
に
と
進
め

ら
れ
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
。

当
時
、
計
画
に
携
わ
っ
た
物
理

学
者
の
多
く
が
、
米
国
に
よ
る

原
爆
の
独
占
を
危
険
視
し
、
ソ

連
と
情
報
を
共
有
す
べ
き
と
考

え
て
い
た
。
中
に
は
日
本
へ
の

原
爆
投
下
を
と
ど
ま
る
よ
う
、

大
統
領
に
手
紙
を
書
い
た
者
も

い
た
と
い
う
。

原
爆
に
関
わ
っ
た
研
究
者
テ

ッ
ド
・
ホ
ー
ル
の
人
生
を
ひ
も

解
く
こ
と
で
、
当
時
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
計
画
に
携
わ
っ
て
い
た
科

学
者
た
ち
の
懸
念
や
行
動
が
明

ら
か
に
な
る
。
ソ
連
の
核
開
発

を
密
か
に
助
け
る
こ
と
に
な
っ

た
ホ
ー
ル
の
行
動
は
、
核
戦
力

の
均
衡
を
も
た
ら
し
た
一
方

で
、
ソ
連
に
も
禁
断
の
兵
器
を

握
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。
一
人
の

物
理
学
者
の
行
動
が
何
を
も
た

ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
問
い
か

け
る
。

私
に
は
、
今
年
社
会
人
に
な

っ
た
子
ど
も
を
筆
頭
に
、
高
校

生
と
小
6
の
双
子
、
計
四
人
の

子
ど
も
が
い
ま
す
。「
子
ど
も

四
人
！
」
と
聞
く
と
大
変
そ
う

に
思
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

私
に
と
っ
て
子
育
て
は
楽
し
む

こ
と
の
一
つ
な
の
で
す
。

子
ど
も
達
は
、
同
じ
親
か
ら

生
ま
れ
、
同
じ
環
境
で
育
っ
て

い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
人

ひ
と
り
が
違
う
性
格
で
本
当
に

お
も
し
ろ
い
の
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
も
そ

れ
ぞ
れ
の
反
応
が
全
く
違
っ
た

り
、
四
人
い
る
の
で
四
通
り
考

え
て
話
を
し
て
い
き
ま
す
が

「
自
分
に
は
こ
う
言
っ
た
の

に
、
下
に
は
こ
う
言
っ
た
」
と

突
っ
込
ま
れ
た
り
し
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
、
ど
う
育
て
る
の
が

い
い
の
か
？
褒
め
方
、
叱
り
方

も
ど
う
す
る
の
が
一
番
い
い
の

か
？
を
考
え
ま
す
が
、
子
ど
も

も
、
一
人
の
人
間
で
あ
り
、

色
々
な
考
え
を
持
ち
過
ご
し
て

い
る
の
で
、
子
育
て
に
正
解
は

な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
の
子
ど
も
達
も

そ
う
で
す
が
、
今
の
子
ど
も
は

大
人
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
、

考
え
や
感
情
を
抱
え
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
そ
れ
を
し
っ
か
り

と
見
て
、
話
を
聞
い
て
答
え

て
、
関
わ
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が

大
事
で
あ
り
、
私
の
心
の
中
で

楽
し
く
癒
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

の
で
す
。

最
後
に
、
私
は
32
歳
で
執
行

委
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

頃
、
一
人
目
が
保
育
園
真
っ
只

中
、
保
育
園
に
お
迎
え
に
行
っ

た
時
の
子
ど
も
の
笑
顔
や
そ
の

日
あ
っ
た
出
来
事
の
話
を
し
て

く
れ
た
と
き
、
と
て
も
元
気
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
子
ど
も

達
が
成
長
し
た
今
で
も
変
わ
り

ま
せ
ん
、
そ
れ
が
「
子
育
て
を

楽
し
む
」
と
い
う
こ
と
な
の
か

な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
ょ
う

じ

か
つ
み
つ

荒
川
区
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

庄
司

勝
光

子
ど
も
四
人
！
「
子
育
て
を
楽
し
む
」

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
原
爆
ス
パ
イ
』

原
爆
開
発
の
隠
さ
れ
た
真
実

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
と
ス
パ
イ

�出身県 千葉県
�組合歴
2007年6月～ 執行委員
2017年6月～ 副委員長
2021年6月～ 執行委員長 �2025年8月2日（土）より渋谷ユーロ
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記
録
的
な
猛
暑
が
続
く
中
、
東
京

都
内
の
地
方
公
務
員
関
連
労
組
で
組

織
す
る
東
京
地
方
公
務
員
関
係
労
働

組
合
連
合
会
（
東
京
地
公
労
）
は
、

7
月
25
日
に
田
町
交
通
ビ
ル
に
お
い

て
第
39
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
冒
頭
、
松
村
議
長
は
、
物
価

高
騰
が
続
き
、
実
質
賃
金
が
3
年
連

続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
中
、
組
合
員

の
生
活
改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
現

状
に
言
及
。
中
高
年
層
を
含
む
全
て

の
職
員
・
世
代
が
生
活
改
善
を
実
感

で
き
る
よ
う
、
大
幅
な
賃
上
げ
を
強

く
求
め
て
い
く
必
要
性
を
訴
え
た
。

政
治
状
況
に
つ
い
て
は
、
都
議
選

に
お
け
る
立
憲
民
主
党
の
躍
進
、
都

民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
第
一
党
維
持
に
触

れ
つ
つ
、
参
院
選
で
の
自
公
の
議
席

大
幅
減
に
よ
る
少
数
与
党
転
落
を
も

っ
て
、「
単
独
で
は
政
権
を
担
え
な

い
政
党
が
乱
立
す
る
多
党
化
の
時

代
」
が
本
格
的
に
到
来
し
た
と
の
認

識
を
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
政
治

の
混
乱
や
重
要
施
策
の
停
滞
が
危
惧

さ
れ
る
と
し
た
。
こ
れ
は
国
民
が

「
Ｎ
Ｏ
」
を
突
き
付
け
た
結
果
で
あ

る
と
し
つ
つ
も
、
基
本
的
人
権
を
蔑

ろ
に
し
、
憲
法
で
規
定
さ
れ
る
思
想

の
自
由
を
否
定
し
、
公
務
員
へ
の
弾

圧
を
強
め
る
姿
勢
を
示
す
参
政
党
の

台
頭
や
、
改
憲
勢
力
が
国
会
発
議
に

必
要
な
議
席
を
維
持
し
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
は
警
戒
が
必
要
で
あ
る
と

強
調
。
組
合
運
動
は
経
済
闘
争
に
留

ま
ら
ず
、
よ
り
広
範
な
社
会
運
動
と

し
て
の
役
割
を
担
う
べ
き
で
あ
る
と

述
べ
た
。

2
0
2
4
年
度
の
一
般
経
過
報

告
、
会
計
決
算
報
告
、
会
計
決
算
監

査
報
告
は
、
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て

承
認
さ
れ
た
。

2
0
2
5
年
度
活
動
方
針
（
案
）

で
は
、「
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
根
絶
、

共
生
社
会
の
実
現
」、「
国
民
生
活
の

改
善
と
石
破
政
治
へ
の
終
止
符
」、

「
平
和
と
脱
原
発
、
武
器
輸
出
反

対
」
を
主
要
な
柱
と
し
つ
つ
、
2
0

2
5
年
賃
金
確
定
闘
争
に
む
け
た
活

動
方
針
が
提
起
さ
れ
た
。
人
事
行
政

諮
問
会
議
が
提
言
す
る
「
能
力
・
業

績
に
基
づ
く
人
事
管
理
」
や
「
職
務

・
職
責
を
基
準
と
す
る
給
与
制
度
」

へ
の
転
換
、
諸
手
当
体
系
の
抜
本
的

見
直
し
と
い
っ
た
動
向
、
お
よ
び
人

事
院
勧
告
の
動
向
を
警
戒
し
つ
つ
、

2
0
2
4
年
の
課
題
を
踏
ま
え
、
中

高
齢
層
職
員
の
処
遇
改
善
に
力
点
を

置
い
て
交
渉
を
進
め
る
方
針
が
示
さ

れ
た
。

ま
た
、
東
京
地
公
労
に
結
集
す
る

組
合
員
に
よ
る
大
衆
的
な
取
り
組
み

を
追
求
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

け
る
市
民
運
動
や
労
働
運
動
と
の
連

携
強
化
、
反
戦
平
和
、
反
差
別
な
ど

の
課
題
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
全

体
で
共
有
化
す
る
こ
と
で
運
動
の
強

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
提
起
さ

れ
、
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
に
よ
り
活

動
方
針
は
承
認
さ
れ
た
。

2
0
2
5
年
度
役
員
体
制
（
案
）

で
は
、
長
年
事
務
局
長
を
務
め
た
佐

藤
尚
宣
氏
が
退
任
し
、
志
村
雅
貴
氏

が
新
た
に
就
任
し
た
。

総
会
は
松
村
議
長
の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

東京地公労第39回定期総会
2025年度活動方針を確立し、新体制が発足

▲挨拶する松村議長

監
督
：
ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
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